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３３３３    題材について題材について題材について題材について    

○ 本学級の児童は，自分の感じたことや想像したことを絵に表すことに自信をもつことができる児童

と苦手意識をもち自信がもてない児童がそれぞれおり，個人差がみられる。表現過程においても個人

差があり，自分のイメージをもとに発想したり，想像力を働かせてイメージをふくらませたりするの

に時間がかかってしまう児童も多い。表現に自信がない児童は，友だちの表現を見て，イメージをふ

くらませたり，表現方法をまねしたりしながら活動する様子もみられる。創造的な技能については，

これまで経験した描画材料の表現方法を使うことはできるが，応用したりしながら，自分らしく表現

できる児童は少ない。鑑賞に関しては，表現過程の途中でも，自由に作品を見合う姿が多く見られる。

いろいろな視点から互いに交流し，自分の思いや友だちのイメージをくみ取ろうとしている児童が多

い。その結果，全体鑑賞では，多くの児童が自分の思いを伝え合うことができる。 

○ 本題材は，前題材「線と光のドリミネーション」でつくった自分の作品のオブジェを写真に撮って

画用紙にコラージュし，そこに広がる幻想的な光や色から，想像した物語を絵に表す活動である。自

分のオブジェをコラージュすることによって，自分のつくった作品のよさやイメージを大切にしなが

ら，想像したことを表すことができ，自分だけの世界観をもちやすくなる。これまで経験した描画材

料や表現方法を選んだり，応用したりするなど，表し方を積極的に工夫し，自分がイメージしたこと

を自由に表現することを期待する。オブジェの形や色の美しさなどの感じから物語を想像し，表した

い場面に合わせて描画材料の特徴を生かして使うとともに，適した表現方法を工夫できるのではない

かと考えている。また，感じたことをいろいろな視点で豊かに発想し，自信をもって自己表現してい

く力を高めたいと考えている。 

○ 指導に当たっては，自分がつくった作品を暗い場所で光らせ，そこから広がる想像の物語を，絵で

表したいという意欲をもたせるように導入での言葉かけ投げかけを大切にする。発想や構想の段階で，

コラージュを取り入れることで苦手意識をもつ児童や自信のない児童の表現に対する抵抗感をなくす。

時間がかかる児童に対しては時間を確保し，自由にイメージマップなどをかかせながら，イメージが

表れるような形や色を考えさせる。苦手意識があり自信がもてない児童には，イメージを効果的に表

現できる表現方法を試すことのできる試し紙や場を用意する。また，描画材料を選択できるように，

多様な方法や描画材料の扱い方が確認できる掲示物を用意し，自分で選択したり応用したりしながら，

工夫を表現できるようにする。 

 

４４４４    題材の目標題材の目標題材の目標題材の目標    

○光や色から想像した物語を，表現方法を工夫しながら絵に表す。 

５５５５    題材の評価規準題材の評価規準題材の評価規準題材の評価規準    

 ア造形への関心・意欲・態度 イ発想や構想の能力 ウ創造的な技能 エ鑑賞の能力 

題
材
の
評
価
規
準 

・様々な方法を試みなが

ら，心に浮かぶ物語を表す

ことに取り組もうとして

いる。 

・想像した物語について光や

色から想像を広げ自分の思

い描いたイメージが表れる

ような形や色を考えている。 

・描画材料の特徴を生かし

ながら，表現方法を工夫し

ている。 

 

・自他の作品について語

ったり，友だちと話し合

ったりしながら，表現の

意図や特徴などをとらえ

ている。 

    



６６６６    指導と評価の計画指導と評価の計画指導と評価の計画指導と評価の計画（全 ５ 時間） 

時
間 学習活動 

学習活動における具体の評価規準等 

評価規準 

評価方法 

十分満足できると 

判断される状況 

努力を要する 

状況への手立て 

第
一
次 (

 

１
時
間
） 

光るオブジェから

想像力を広げ，心に

浮かぶ物語をイメ

ージする。 
 

 

 

ア 

(観察) 

 

イ 
(ワークシート) 

・様々な方法を試みながら，自分の感

情を表すことに意欲的に意欲的に意欲的に意欲的に取り組もう

としている。 

・想像した物語について光や色から想

像を広げイメージが表れるような形

や色を具体的に具体的に具体的に具体的に考えている。 

・光るオブジェかイメージ

する物語を考えるイメー

ジマップを用意する。 

第
二
次(

２
時
間 

本
時
１
／
２
） 

画面構成や表現方

法を工夫して，イメ

ージした物語を絵

に表す。 

 

 

ウ 

(観察) 

(作品) 

 

・描画材料の特徴を生かしながら，効効効効

果的に果的に果的に果的に表現方法を工夫している。 

・表現方法を試すことので

きる試し紙や場を用意す

る。 

・描画材料の多様な表現方

法が確認できる掲示物を

用意する。 

第
三
次 

(

１
時
間) 

作品展を開き，お互

いの作品を鑑賞す

る。 

 

エ 
(ワークシート) 

・自他の作品について語ったり，友人

と話し合ったりしながら，表現の意

図や特徴などをとらえてその作品のその作品のその作品のその作品の

世界観を世界観を世界観を世界観を感じとっている。 

・鑑賞の視点を与え，視点

にそって鑑賞できるよう

ワークシートを用意す

る。 

    

７７７７    本時の目標本時の目標本時の目標本時の目標    

 描画材料の特徴を生かしながら，表現方法を工夫している。 

８８８８    準備物準備物準備物準備物 

        （指導者）画用紙，表現するための絵の具，パス，コンテ，ダーマト，描画材の掲示物，ブラック

ボックスなど 

（児 童）イメージマップ，表現するための絵の具，パス，コンテ 

９９９９    本時の展開本時の展開本時の展開本時の展開        

学習活動 ○教師の支援 ★努力を要する児童への支援 評価規準・評価方法 

１．学習のめあて内容を確認する。 

 

 

 

２．イメージした物語を工夫して絵

に表す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３．片付けとふりかえりを行う。  

 

 

 

 

○多様な表現方法や描画材料の扱い

方ができるように，掲示物を用意し，

自由に見られるようにしておく。 

 

○それぞれの表現方法を試せる試し

紙や場を用意する。 

 

★表現方法に迷っている児童には，光

がともっているオブジェを見せたり，

試せる場で思いに合った表現を見付

けたりするよう促す。 

            

○本時のめあてと活動をふりかえり，

自己評価して次時へつなげる。 

 

 

 

  

・ 

        

 

 

ウ 

（観察） 

（途中作品） 

 

 

            

     

 

めあてめあてめあてめあて        用具用具用具用具のよさをのよさをのよさをのよさを生生生生かしながらかしながらかしながらかしながら，，，，    

自分自分自分自分がががが想像想像想像想像したしたしたした物語物語物語物語をををを工夫工夫工夫工夫してしてしてして絵絵絵絵にににに表表表表そうそうそうそう。。。。    


